
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 特集 地震関連（地震対策など） 

・ 住宅用火災警報器の維持管理 

・ 職員紹介（新規採用・気管挿管認定） 

・ 消太くんの消防一口メモ 

・ 火災調査ファイル 

・ 消防団再編 

・ 救急関連（普通救命講習，熱中症） 

・ 防火ポスターコンクール入賞者決定 

・ 消防ほっと写真館 
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。 

    
平
成
28

年
４
月
14

日
午
後

９
時
26

分
頃
、
熊
本
県
熊
本

地
方
の
深
さ
10

㎞
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6.5

（
最
大
震
度
７
）
の
『
熊
本
地

震
』
が
発
生
し
、
さ
つ
ま
町
で

も
震
度
４
の
強
い
揺
れ
を
観

測
し
ま
し
た
。 

こ
の
地
震
に
よ
り
、
熊
本
県

内
で
は
多
数
の
死
傷
者
が
発

生
し
、
九
州
各
地
で
家
屋
や
土

地
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。 

              

    

九
州
地
方
で
は
余
震
が
続 

い
て
お
り
、
被
災
し
た
住
民
の 

方
々
は
今
も
な
お
避
難
生
活 

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

さ
つ
ま
町
で
も
、
平
成
９
年 

３
月
と
５
月
に
、『
鹿
児
島
県
北 

西
部
地
震
』
に
よ
り
震
度
５
強 

の
強
い
揺
れ
を
経
験
し
ま
し 

た
。 

 

あ
れ
か
ら
19
年････ 

時
間
と
共
に
薄
れ
ゆ
く
記

憶･
･
･
･

。 

 

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な 

い
地
震
に
備
え
、
今
回
の
地
震 

災
害
を
機
に
、
そ
の
対
策
と
心 

構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま 

し
ょ
う
。 

  

「
で
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い 

の
？
」 

    

ま
ず
、
１
つ
め
に
地
震
が
発

生
す
る
前
に
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

・
地
震
に
対
す
る
知
識
と
教 

養
を
培
う
。 

・
発
生
時
に
身
を
守
る
方
法 

や
時
間
帯
、
家
族
の
在
・ 

不
在
時
の
対
応
な
ど
、
様
々 

な
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る
。 

・
居
住
地
域
の
避
難
場
所
や 

避
難
経
路
を
確
認
す
る
。 

・
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確 

認
す
る
。 

       

・
避
難
通
路
の
確
保(

通
路
や 

出
入
口
な
ど
の
整
理
整
頓) 

・
家
具
等
の
転
倒
、
移
動
、 

落
下
防
止
対
策(

固
定
金
具 

や
突
っ
張
り
棒
な
ど
の
器 

具
取
り
付
け) 

        

・
ガ
ラ
ス
や
物
品
の
飛
散
防 

止
対
策(

ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ム 

の
貼
り
付
け
や
飛
び
出
し 

防
止
ス
ト
ッ
パ
ー
の
取
り 

付
け) 

・
建
物
周
囲
の
転
倒
防
止
対 

策(

ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
鎖
固
定 

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
強) 

 

               

 

２
つ
め
に
、
地
震
が
発
生
し

た
と
き
の
行
動
で
す
。 

 

・
机
、
椅
子
の
下
な
ど
に
潜 

っ
て
身
を
守
る
。 

・
棚
や
家
具
な
ど
倒
れ
そ
う 

な
物
か
ら
離
れ
る
。 

・
屋
外
の
場
合
、
建
物
等
か 

ら
離
れ
、
外
壁
や
ガ
ラ
ス
、 

看
板
等
の
落
下
物
に
注
意 

す
る
。(

か
ば
ん
等
が
あ
る 

場
合
は
、
頭
を
保
護
す
る
。) 

       

走
行
中
の
場
合
、
徐
々
に
速 

度
を
落
と
し
て
道
路
左
側 

へ
停
車
さ
せ
エ
ン
ジ
ン
を 

切
る
。 

    

    

熊本県益城町の被災写真 

（鹿児島県緊急消防援助隊 救急小隊 さつま町消防本部撮影） 
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海
岸
近
く
に
い
た
場
合
、
津 

波
災
害
に
備
え
、
高
台
や
高 

い
建
物
等
へ
避
難
す
る
。 

（
津
波
に
注
意
す
る
。
） 

        

３
つ
め
に
、
地
震
の
揺
れ
が

収
ま
っ
た
と
き
の
行
動
で
す
。 

 

・
使
用
中
の
火
気
使
用
器
具 

は
、
直
ち
に
消
す
。 

・
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
か 

ら
避
難
す
る
。 

・
火
災
が
発
生
し
た
ら
、
消 

火
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を 

利
用
し
て
消
火
す
る
。 

     

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
報
道 

に
注
意
し
、
風
評
に
ま
ど 

わ
さ
れ
な
い
こ
と
。 

・
役
場
や
消
防
署
、
警
察
署 

か
ら
の
情
報
や
防
災
行
政 

無
線
の
放
送
に
は
、
た
え
ず 

注
意
す
る
。 

     

軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
や
、 

建
物
倒
壊
・
落
下
物
に
よ
る 

救
出
活
動
は
、
地
域
の
み
ん 

な
で
協
力
し
て
行
う
。 

（
余
震
に
十
分
注
意
す
る 

こ
と
。
） 

      

    

平
成
28

年
４
月
14

日
の
地 

震
発
生
直
後
、
鹿
児
島
県
は
被 

災
地
支
援
の
た
め
緊
急
消
防
援 

助
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。 

今
回
の
派
遣
は
、
県
下
16

消 

防
本
部
か
ら
33

隊
（
指
揮
隊
１ 

隊
、
消
火
小
隊
９
隊
、
救
助
小 

隊
４
隊
、
救
急
小
隊
７
隊
、
後 

方
支
援
隊
11

隊
、
通
信
支
援
隊 

１
隊
）
隊
員
１
１
７
名
が
派
遣 

さ
れ
、
さ
つ
ま
町
消
防
本
部
か 

ら
も
救
急
小
隊
１
隊
３
名
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。 

 

派
遣
決
定
後
の
主
な
活
動 

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

７
時
35
分
、
総 

務
省
消
防
庁
か
ら
派
遣
命
令
。 

11

時
03

分
、
消
防
署
を
出
発
。 

14

時
00

分
、
集
結
場
所
で
あ
る 

宮
原
Ｓ
Ａ
に
鹿
児
島
県
大
隊
集 

結
。
15

時
35

分
、
進
出
拠
点
で 

あ
る
熊
本
県
消
防
学
校
に
到
着
。 

 

 

後
方
支
援
隊 

以
外
の
隊
は
宇
土
市
へ
移
動
。 

                      

 

益
城
町
内
の 

パ
ト
ロ
ー
ル
へ
出
向
。
20

時 

47
分
、
震
度
５
弱
の
地
震
発
生
。 

全
隊
出
動
準
備
及
び
待
機
命
令
。 

21

時
25

分
、
宇
土
市
方
面
へ
の 

パ
ト
ロ
ー
ル
へ
出
向
。（
被
害
等 

無
し
）
宿
営
地
へ
帰
隊
。 

               

 

午
前
・
午
後
に 

分
け
て
美
里
町
へ
警
戒
出
向
指 

示
。
さ
つ
ま
町
救
急
小
隊
は
熊 

本
県
消
防
学
校
で
待
機
し
、
救 

急
対
応
に
当
た
る
よ
う
指
示
。 

 

 

12

時
00

分
、 

鹿
児
島
県
大
隊 

第
３
次
派
遣 

隊
が
熊
本
県
消
防
学
校
へ
到
着
、 

引
継
ぎ
実
施
。
13

時
10

分
、
熊 

本
県
消
防
学
校
を
引
き
揚
げ
。 

15

時
30

分
、
宮
原
Ｓ
Ａ
に
て
解 

散
。
17

時
50

分
、
消
防
署
へ
帰 

隊
。 

緊
急
消
防
援
助
隊
に
救
急
隊
派
遣 

28
年 

熊
本
地
震
の
被
災
地
へ 

～

半壊家屋【益城町内】 

津波注意!! 

集結状況【宮原ＳＡ】 
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平
成
18

年
６
月
１
日
か
ら 

新
築
住
宅
全
て
に
、
平
成
23 

年
６
月
か
ら
既
存
住
宅
に
つ 

い
て
、
消
防
法
に
よ
り
住
宅 

用
火
災
警
報
器
（
以
下
、「
住
警 

器
」
）
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ 

ま
し
た
。 

そ
の
理
由
は
、
就
寝
中
に
発 

生
す
る
火
災
に
よ
り
、
逃
げ
遅 

れ
て
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い 

こ
と
か
ら
、
就
寝
に
使
用
す
る 

部
屋
に
住
警
器
を
設
置
す
る
こ 

と
を
義
務
付
け
ま
し
た
。 

住
警
器
は
電
池
式
の
も
の
が 

多
く
、
そ
の
電
池
寿
命
は
『
約 

10
年
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
新
築
住
宅
に
設
置 

が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
、
10
年 

目
を
迎
え
ま
す
。 

今
一
度
、
ご
家
庭
に
設
置
し 

て
い
る
住
警
器
を
確
認
し
、
寿

命
が
近
づ
い
て
い
る
場
合
は
、

本
体
ご
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。 

確
認
方
法
は
次
の
と
お
り
で 

す
。 住

警
器
本
体
に
記
載
さ
れ
て 

い
る
製
造
年
や
設
置
時
に
記
入 

し
た
設
置
年
月
日
を
確
認
す
る
。 

月
に
１
回
程
度
の
割
合
で
、

点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、
又
は
ひ 

も
を
引
い
て
正
常
に
作
動
す
る 

か
確
認
す
る
。

住
警
器
が
正
常
に
動
作
す
る 

た
め
に
は
、
日
頃
の
手
入
と
点 

検
が
大
切
で
す
。 

定
期
的
に
警
報
音
が
鳴
り
出 

し
た
り
、
点
検
し
て
も
作
動
し 

な
い
場
合
は
、
機
器
の
故
障
又 

は
電
池
切
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま 

す
の
で
、
速
や
か
に
本
体
ご
と 

新
し
い
物
に
取
り
換
え
ま
し
ょ 

う
。 

       

本
年
４
月
、
新
し
い
職
員
５
名 

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介 

致
し
ま
す
。(

出
身･

氏
名･

年
齢) 

 

〇
鹿
児
島
市 

若
松

わ
か
ま
つ 

賢
太
郎

け
ん
た
ろ
う 

〇
鹿
児
島
市 

植
村

う
え
む
ら 

公
亮

こ
う
す
け 

〇
鹿
児
島
市 

末
原

す
え
は
ら 

照
之

て
る
ゆ
き 

〇
薩
摩
川
内
市 

湯
原

ゆ

は

ら 

康
太

こ

う

た 

〇
薩
摩
川
内
市 

藤
井

ふ

じ

い 

敦
樹

あ

つ

き 

                

伊
尻
成
寿
消
防
副
士
長
が
病 

院
で
の
厳
し
い
実
習
を
終
え
、 

気
管
挿
管
（
口
か
ら
気
管
へ
チ 

ュ
ー
ブ
を
挿
入
す
る
高
度
救
命 

処
置
）
が
で
き
る
救
急
救
命
士 

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

         

                              

                              

（27） 
（27） （24） 

（23） （21） 

職務の宣誓を行う新入職員 

左から〔若松・植村・末原・湯原・藤井〕 気管挿管訓練を行う伊尻消防副士長 

●
ど
ん
な
病
気
な
の
？ 

「
静
脈
塞
栓
血
栓
症
」
と
も
い
い
、
水
分

な
ど
を
十
分
に
取
ら
な
い
状
態
で
車
や
飛
行

機
な
ど
の
狭
い
空
間
に
長
時
間
同
じ
姿
勢
で

い
る
と
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
血
液

が
固
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
血
管
内
に
で
き
た
血
の
固
ま

り(

血
栓)

が
血
管
の
中
を
流
れ
、
や
が
て
肺

の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
病
気
を
い

い
、
突
然
死
を
ま
ね
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

震
災
や
大
雨
災
害
の
際
に
避
難
所
で
の
生

活
が
長
期
化
す
る
と
、
こ
の
病
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
防
策
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。 

 

●
予
防
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

①
と
き
ど
き
、
軽
い
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ 

運
動
を
行
う 

②
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る 

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン
等
の
摂
取 

を
控
え
る 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
し
、
体
の
異
常
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
病
院
に
て
受
診
す
る
か
、
救
急
車
の 

要
請
を
！ 
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電
化
製
品
の
普
及
に
伴
い
、
つ
い
１
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
に

多
く
の
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
で
し
ま
う
の
が
「
タ
コ
足
配

線
」
で
す
が
、
そ
こ
に
は
火
災
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
の
原
因
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
電
気
許
容
範
囲
を
超
え
て

発
火
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
電
気
コ
ー
ド
が
シ
ョ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
火
災

に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

電
気
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
、
束
ね
て
使
用
し
た
り
、
家
具

等
で
コ
ー
ド
を
踏
ん
だ
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
で
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
一
部
断
線
し
て
シ
ョ
ー
ト
し
、
火
災
に
至
る
の
で

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

◆ 

タ
コ
足
配
線
を
し
な
い 

◆ 

タ
ッ
プ
を
使
用
す
る
場
合
、
電
気
容
量
を
守
る 

◆ 

家
具
等
で
コ
ー
ド
を
踏
ま
な
い 

◆ 

コ
ー
ド
を
釘
等
に
巻
き
つ
け
て
固
定
し
な
い 

◆ 

コ
ー
ド
は
束
ね
な
い 

   
 

平
成
28
年
３
月
28
日
、
一 

ツ
木
分
団
団
員
を
は
じ
め
、 

本
部
職
員
や
地
元
後
援
会
長 

な
ど
が
出
席
し
て
、『
一
ツ
木 

分
団
の
分
団
旗
返
還
式
』
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
町
の
再
編
計
画
に 

基
づ
き
一
ツ
木
分
団
を
宮
之 

城
西
部
方
面
隊
の
白
男
川
分
団 

に
統
合
再
編
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
虎
居
分
団
管
轄
で
あ 

っ
た
下
川
口
公
民
会
も
地
域
性 

を
考
慮
し
て
白
男
川
分
団
の
管 

轄
と
な
り
ま
し
た
。 

分
団
旗
の
返
還
を
受
け
た
末 

吉
消
防
団
長
は
「
こ
れ
ま
で
幾 

多
の
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
・ 

財
産
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
皆
様 

方
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら 

は
白
男
川
分
団
団
員
と
し
て
引 

き
続
き
火
災
予
防
に
精
進
し
て 

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
労
い
の
言 

葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

              

さ
つ
ま
町
内
で
は
、
例
年
５ 

月
頃
よ
り
熱
中
症
患
者
が
発
生 

し
て
お
り
、
昨
年
は
17
名
の
方 

が
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

子
ど
も
や
高
齢
者
は
熱
中
症 

に
な
り
や
す
く
、
体
が
暑
さ
に
慣 

れ
て
い
な
い
こ
の
時
期
は
、
特
に 

注
意
が
必
要
で
す
。 

 

ま
た
、
熱
中
症
は
屋
外
だ
け 

で
な
く
、
住
宅
な
ど
の
屋
内
で 

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、 

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
お
こ
な 

い
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
な
ど 

を
使
用
し
て
室
温
の
調
節
に
心 

が
け
ま
し
ょ
う
。 

    

   

消
防
署
で
は
『
普
通
救
命
講 

習
の
受
講
者
』
を
募
集
し
て
い 

ま
す
。 

こ
の
講
習
は
『
突
然
意
識
を 

失
い
心
肺
停
止
に
な
っ
た
人
は
、 

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、 

そ
ば
に
い
る
家
族
や
友
人
が
す 

ぐ
に
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生
法 

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
す
る
こ
と
が
と 

て
も
重
要
』
と
の
こ
と
か
ら
、 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
講
習
す
る 

も
の
で
す
。 

【
日
時
】
随
時
募
集
し
て
い
ま 

す
。
消
防
署
救
急
係
ま 

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ 

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

（
３
時
間
の
講
習
と
な

り
ま
す
。
） 

【
そ
の
他
】
受
講
者
に
は
修
了 

証
を
交
付
し
ま
す
。 

         

                                

                                

再編後 再編前 

白男川分団 

一ツ木 

海老川 

日当瀬 

下川口 

白男川分団 

一ツ木分団 

一ツ木 

海老川 

日当瀬 

虎居分団 

（下川口） 

一ツ木分団長から末吉消防団長へ 

分団旗を返還 



－5－ 

                              

                              

今
回
は
町
内
の
小
・
中
学
校

か
ら
86
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
中
津
川
小
学
校
５
年
の
宮
脇

咲
久
也
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。（
※ 

表
紙
掲
載
） 

 

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！ 

内
村 

柊
斗
（
宮
之
城
中
２
年
） 

外
越 

由
美
花
（
盈
進
小
５
年
） 

古
町 

紗
菜
（
求
名
小
６
年
） 

宮
内 

敬
史
朗
（
中
津
川
小
１
年
） 

寺
田 

志
乃
（
鶴
田
小
２
年
） 

栗
野 
愛
彩
（
流
水
小
３
年
） 

山
﨑 

壮
祐
（
求
名
小
４
年
） 

小
原 

光
莉
（
流
水
小
６
年
） 

山
口 

若
葉
（
山
崎
中
３
年
） 

東
條 

舞
（
柊
野
小
６
年
） 

 

柊
野
小
学
校 

                              

                             

 

【宮之城中 職場体験学習】 
２０１６．５．１０～１２ 

み
や
わ
き 

さ 

く 

や 

う
ち
む
ら 

 

し
ゅ
う
と 

と
ご
え 

   

ゆ 

み 

か 

ふ
る
ま
ち 

 

さ 

な 

み
や
う
ち 

 

け
い
し
ろ
う 

て
ら
だ 

  

し 

の 

く
り
の 

  

あ 

み 

や
ま
さ
き 

 

そ
う
す
け 

お
ば
ら 

  

ひ
か
り 

や
ま
ぐ
ち 

 

わ
か
ば 

と
う
じ
ょ
う 

ま
い 

【消防操法合同訓練】 
２０１６．５．１５ 

消防フェスタ（秋季火災予防イベント） 
２０１５．１１．１ 

消防訓練（放水訓練） 

表情は真剣そのもの!! 

署員の説明を熱心に聞き入る消防団員 

救助訓練（ロープブリッジ渡過） 

救急訓練（心肺蘇生法とＡＥＤ） 

消火放水を体験をしました 




